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論　文　の　内　容　の　要　旨

（目的）膝前十字靭帯損傷のバイオメカニクスを究明し，この損傷の予防プログラムを作成する一助となる

知見を得ることを目的とした。

（対象と方法）対象は成人男女で，片脚着地動作を基本とし，動作解析と床反力計を用いて力学解析などを

行った。

（結果）女性において膝前十字靭帯損傷の危険肢位をとることが多いことがわかった。特に股関節の着地直

後の急激な内転が認められたことから，前十字靭帯損傷の予防には股関節外転筋の強化必要であることが示

唆された。

（考察）膝前十字靭帯損傷の特徴的な肢位が片脚着地動作で再現されたこと，片脚着地時の体の重心の位置

がそれらに関与していることが推察された。着地動作時の体幹の位置を適切に保つトレーニングの必要性が

考察された。

審　査　の　結　果　の　要　旨

先行研究などからしっかりとした仮説が立てられ，それにもとづいた研究計画が立案され実行された論文

である。得られた結果からの考察も論理的であり学位論文に値すると判断した。

よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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